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恒常性機能解析部門

客員教授 丸山征郎

⑥ 研究概要

現代の国民病(肥満，糖尿病，高脂血症などの生

活習慣病)が血管内皮細胞機能不全症， NO不応症

であることを証明する。そしてこれは漢方医学的の

務血と関連付け，駆跡血剤の効果，その作用機序を

研究する。
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